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2018年7月11日、新開地の商店街にオープンした演芸場。昼は上方落語の定座として、
夜には市民に向けた貸し館として賑わう。（新開地2-4-13）

新開地本通りの近辺で飲むなら、7種類のメニューが潔い名店「鳥八」（新開地2-4-4）、
斜めの焼き台が特徴の老舗「八栄亭 上店」。（新開地2-6-15）

2013年から続く、KAVC×兵庫大開小学校5、6年生×イラストレーター・山内庸資さんによるプロジェクト「NEW OPEN AREA」。
「自分たちが住むまちを見る」をテーマに、フィールドワークで得たアイデアから作品を制作・展示。詳しくは中面「BACK STORY」にて。
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アウトリーチプログラム「NEW OPEN AREA」
KAVC・アーティスト・地域の小学校とつくる

の
場
合

BACK STORY

2013年にスタートした「NEW OPEN AREA
（以下、NOA）」は、2018年度で6年目を迎

えます。兵庫大開小学校5・6年生の各クラ

スとともに年ごとテーマを設け、創作活動を

行ってきました。本プロジェクトを通して、

地域のアートセンターが担う役割を模索して

きたKAVC。ここでは、その変遷をたどり、

これまでの活動を紹介していきます。

KAVC

アーティスト 小学校

山内：初年度から兵庫大開小学校との関わ
りを持ちつつ、プロジェクトを進めてきた
わけですが、毎年生徒が変わるので、その
都度悩みながら、見えてくる課題に取り
組んでいます。近藤さんや對中さんに参加
いただいたのも 1人では限界がある部分を、
違う視点で見てもらえると思ったからです。
近藤：山内さんからチラシのデザイン依頼
を受けたのが2016年でしたね。おもしろ
そうだからフィールドワークにも参加しま
した。小学生にとって、デザイナーやイラ
ストレーターって、何を仕事としているの
かわかりにくい人たちでしょう。それも
あって、広報物の成り立ちを毎回説明する
時間を設けています。
山内：3人が各々の視点で関わっているの
で、子どもたちにもこんな仕事があって、
こんな大人がいるんだと感じてもらえたら
いいですよね。

近藤：でも、図工の授業に参加したんです
けど、ちょっと絵の上手いおじさんくらい
に思われているかも（笑）。短い時間で職能
を理解してもらうのは難しいので、3人そ
れぞれ着目点が何か違うぞと感じて「そん

新開地エリアの魅力は、さまざ
まな人がいて距離感が近いと
ころと、古くからの個人商店が
現役で残っているところです。
画一化をされていない部分で
は、生々しい生活感がまだあ
り、子どもたちとフィールド
ワークをしていると、知らない
おじさんやおばさんが声をか
けてきてくれて、話ができる。
その経験こそ、ものをつくると
きの礎になると思います。

なとこ見てんねや」くらいが
残ればいいのかなと思います。
對中：僕はまちづくりや建築
という視点で関わっているの
ですが、2017年は、展示期間
中の節分にお面づくりと恵方
巻きのWSを企画しました。食を通して、
人と場所をつなぐきっかけをつくるという
のが、テーマのひとつです。

山内：子どもだけでなく大人も参加して
いて、40人くらいが楽しんでいましたね。
對中：みんなが参加することで、つくり
ながら会話が生まれ、つながりができ、継
続していくことで、まちのコミュニティ
が育まれる。ただ、2年では目に見える変
化がわからないので、時間をかけてまち
の風景を考えていきたいですね。
山内：10年くらい経って、彼・彼女たち
が大人になり、新開地やKAVC、NOAに
戻って話をすることができたら、ようや
く何か見えてくるものがあるじゃないか
なと。それを信じて、毎年彼らに向き合い、
創意工夫をこらすというのが、今のとこ
ろの展望でしょうかね。

鑑賞授業では、

こんな声が

上がっていました！

地域の小学校と協力し、

作品を見る・話す試み

を継続して考える

イラストレーター

山内庸資さんが

考える

デザイナー

近藤 聡さんが

考える

KAVC広報

大泉愛子さんが考える

ピクニックコーディネーター／

ランドスケープデザイナー

對中剛大さんが考える

「アーティストと子ども

が、一緒につくること」

「まち歩きがもたらす

　創造性について」

「地域にある

　アートセンターの役割」

山内さん、近藤さん、對中さん、

6年目のNEW OPEN AREAを前に

今、考えていることを教えてください。

2013年の取り組みに可能性を感
じ、兵庫大開小学校の協力を得て
企画。「自分たちが住むまちを見
る」をテーマにアーティストの視
点を通して子どもに創作の魅力を
感じてもらうプログラムを実施。
作品をつくり展示を考える、学び
のプロセスを試行錯誤しました。

今年の

NEW OPEN AREAは、
12月8日（土）〜16日（日）
の期間に開催します！

会場：KAVCギャラリー
開場：10時〜20時
展示：山内庸資（イラストレーター）、
兵庫大開小学校5・6年生

関連ワークショップ

開催日：12月 15日（土）
講師：山内庸資（イラストレーター）、
對中剛大（ピクニックコーディネーター
／ランドスケープデザイナー）

2015年はイラストレーター・山内さん、
2016年からはデザイナー・近藤さん、
對中さんも加わり、小学生と新開地を
フィールドワーク。まちなかで発見した
風景から着想を得て、5年生は「ランド
マークづくり」、6年生は「まちのスケッ
チ」に挑戦。子どもたちが新開地をじっ
くり（再）発見していくための環境づく
りや作品づくりのサポートを行いました。

イラストレーター

山内庸資さん

子どもたちが、まちのなかの自分たちの居場
所をしっかり考えて、わくわくしながら形に
していたのが印象的でした！

小学校5・6年生とともに、まちを観察しながら歩き、見たもの・
感じたものから、まちをより魅力的にするにはどうしたら良い
かを考え、「こんなお店があったら良いな」を作品に。

子どもたちが、新開地のま
ちを歩きながら今まで気づ
かなかったものを見つけて
喜ぶ姿を見ると、こちらも
うれしくなります。そうやっ

て制作やリサーチの過程を
楽しむこと、みんなで一緒につく
り上げることを大事にしているん
です。2017年度は、まちに何が足
りないかを一緒に考えました。出
来上がった子どもたちの作品を見
ると、身体的・直感的によく観察し、
まちを考えているのだなとわかる。
そんな彼らが大人になった時、どん
な職業や生き方をしていてもクリ
エイティブな考え方が
役に立つということ
を、僕たちが関わる
ことで少しでも感
じてもらえたらと

思っています。

「つくり、考える

 ためのきっかけづくり」

僕は、本プロジェクトのなかで食を
題材としたワークショップを企画し
ています。「食」は、世界共通の言語。
美味しいという感覚を共有し、誰と、
どこで、何を食べるか。それは、も
のづくりやデザインに似た思考です。
例えば、2016年は「おむすび」をテー
マとしました。塩加減と握る力加減

で味の変わるマジックのような料理
を通して、自分でつくったものとほ
かの人のものとの違いを考える。
シンプルなものづくりだからこそ、

対話や学びを
生むきっかけ
になるのだと

思います。

KAVCは、美術館や博物館のよう
に、常に作品がある訳ではなく、
まちなかにあるけれど公民館でも
ありません。だからこそ、アーティ

ストも鑑賞者も、はたまた休憩す
る人も、いろいろな人を受け入れ
ていくことできる。また、子
どもやアーティストといっ

た、地域をこれまでにない
視点で見る人たちと、地域
をつなげる媒介にもなれる。
まちも社会の流れも日々変
わりつつある今、こうある
べきという公共施設の役割
に縛られず、柔軟に考えて
いく態度を持ち続けたいと
思います。

イラストレーター・山内庸資さんに展覧
会を依頼したのがスタートでした。その
なかで、山内さんが兵庫大開小学校4年
生のクラスに作品を解説し、それを受け
てさまざまな視点で語る生徒たち。作品
に対するまなざしから生まれるコミュニ
ケーションのあり方に、可能性を感じる
機会となりました。

アイデアは

どのように出ますか？

観察するとき
何を見ていますか？

絵はどうしたら
うまくなりますか？

「このまちにあってほしいもの」を

テーマに、思い思いの作品をつくる

鑑賞教育の授業との

コラボレーション！

クリエイターとともに、

新開地商店街を

見る・歩く

2013

2017

2018

2014

KAVCがつくる

プロジェクトの裏側をのぞき見る

神戸の西側、山と海に挟まれた小さな
まち・塩屋を舞台に、関わるアーティ
ストの視点を借りて、まちの魅力を発
信するプロジェクト。盆踊りの踊り方
を紹介するイラストの制作、まち歩き
のスケッチワークショップなどを企画。
http://www.shiopro.net/

山内さんが関わる

地域の取り組み

「シオヤプロジェクト」

プロジェクトのスキームをつくり出す

KAVC×山猫団×三田村管打団？
「新開地カブキモノ大行列」
新開地商店街を練り歩きながらパフォー
マンスを行う、一般参加可能なイベント。
※詳細は本誌「神戸みちくさ天国」コーナーを参照

新開地土曜マルシェ
「まちぐらしをもっと楽しく」をテーマ
に、開催される月に 1度のマルシェ。

KAVCが取り組む

地域の活動

2015–
16

まちで
フィールドワーク

KAVC前の新開地商店街を
舞台に、まち歩き。風景の
スケッチを通して、新開地
の魅力をとらえていきます。

1 学校で
作品づくり

まち歩きで得たアイデアをも
とに、アーティストの協力を得
ながら、学校の図工の授業の
なかで、作品制作を行います。

2 KAVCで
展示

完成した作品をKAVCへ持
ち込み展示。子どもたちの
作品の魅力を紹介する展示
を考えます。

3
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POLY!『日用第九』 アンサンブル・ゾネ『アンサンブル・ゾネのダンスの断片』
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2018年7月11日に開館し、上方落語はも
ちろん東西落語、音楽、ダンスなど幅広
く楽しめる演芸場。かつて「東の浅草、
西の新開地」とうたわれたまちの文化を、
現在につなぐ新しい拠点となっています。
神戸新開地・喜楽館　神戸市兵庫区新開地2-4-13　

赤ひげ 姉妹店
神戸市兵庫区新開地2-7-17
定休日：水曜日

湊湯
神戸市兵庫区湊町 1-1-17
定休日：無休 柳谷茂昭さん［KAVC館長代理］

推薦者

地域の熱い想いから開館した喜楽館、多く

の人に見に来てほしい。いろんな出会いに

期待したい。ええとこええとこ喜楽館！

ART

新開地の新しい文化・伝統の拠点「神戸新開地・喜楽館」
vol.3
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KAVCと行く！

神戸アートビレッジセンターを訪れたアーティストや制作者、研究者とともに

神戸・新開地のまちを徘徊してみる特集企画。今回は、今年で6年目、KAVC
の名物プロジェクトとなりつつある「NEW OPEN AREA」に関わる山内庸資
さん、近藤聡さん、對中剛大さんと巡ります。小学生と行ったフィールドワー

クでさまざまな発見があったと話す山内さん。生徒とのやりとりを思い出しな

がら、もう一度、このまちの魅力を探ってみます。

新開地探訪　
〜子どもの視点でまちを見る編〜

　まだまだ夏の強い日差しが
残る、8月下旬の新開地商店街。
首に汗をにじませながら、取
材一行は川崎重工の工場や造
船所などがある沿岸部へと向

かう。国道2号線を渡って稲荷商店街の路地裏を歩いていくと、
台風や再開発などの影響なのか、荒れた建物、空き地がそのま
ま残されていた。日本最古のビリケンさんが祀られている松尾
稲荷神社を抜けて、近藤さんがよくお子さんと行くという、駄
菓子屋・六條商店へ。地蔵盆の時期もあってお菓子が山積みに
なった店内を物色する。「子どもにお金を持たせて駄菓子を見
てもらっている隙に、僕は対面の中畑商店でホルモン串（1本
50円！）とビールを頼むのが定番です（笑）」と近藤さん。
　国道2号線を境にまちの雰囲気が変わる。道の東側は下町の
雰囲気が残るまだ再開発の少ないエリアだ。一方、新開地のあ
る西側は、震災以降に建設された（だろう）マンションが並び、

かく言うKAVCも5階より上は居住フロアとなっている。
しかし、路地に 1歩踏み込めば、銭湯や立ち飲み屋、喫茶
店など、昭和・大正に建てられたお店や施設が見られ、人々
の営みの気配がビルの隙間からまちへと染み出している。
また、映画館や劇場、ボートレースの発券所といった娯
楽施設もまちの性格を表すひとつの要素だ。改めて、さ
まざまな時間、人の思惑が共存するまちなのだと、国道
を隔てた隣町の様子を見て思う。
　駄菓子片手に新開地へと戻る道すがら、3人が関わるプ
ロジェクト「NEW OPEN AREA」で行った小学生とのフィー
ルドワークを振り返った。「子どもたちはまちの成り立ち
を頭だけでなく全身で感じながら、目に飛び込んでくるも
のに、平等に興味の矛先を向けていましたね。（近藤）」「た
しかに。子どもの視点が入ることで、フィールドワーク自
体が遊びのように、わくわくと開かれていく感覚でした。
（對中）」「このビッグマン（商店街の入り口にあるモニュ
メント＝チャーリー・チャップリンのシルエット）の足元

にある、帽子のオブ
ジェは大人気。普段
通る人もしっかり見
ていないから、帽子
だとわかっていない

人も多いんですよね。
（山内）」「あと、な
ぜかカラオケスナッ

ク『むらさき』にも子どもたちは反応していました（笑）。（近藤）」
　1995年に起きた阪神淡路大震災で、建物の約7割強
が全半壊してしまった記憶がこのまちにはある。KAVC
の開館は地震の直後だったため、新たにまちなみがつ
くられていく過程に寄り添うかたちでこれまで活動し
てきた。ただ、今も変化の途上にある新開地を、震災
を知らない子どもたちはどう見ていたのだろう。「震災
が起こり、まちに新たな手が入ることで、“きれい ”に
なっていきます。それはある意味、これまで培ってき
た文化がなくなるきっかけとも言えますよね。新しく

なって気持ち良い部分と寂しい部分がどうして
もある。ただ、子どもにとって、その境界線っ
て無いんですよ。これが面白い！と思ったら、
まっすぐに関わる。その場面に出くわすと、彼
らが今の時期にまちと向き合う機会を持てたこ
とを良かったなと思いますね。（對中）」
　まちの景観や文化、暮らしを守り、つくって
いくために、何を愛でて、何を残し、何を新し
く取り入れていくか。それをこの地域で育って
いく子どもたちと考えていくためにも、ひとま
ずプロジェクトを 10年続けて
いきたいと語る山内さん。折
り返し地点を越えた6年目の
今年、KAVCにどんな展覧会、
出来事をつくるのだろうか。

文化芸術に長年さまざまなかたちで関わる人たちが、

今、注目するつくり手へと投げかける一問一答コーナー。

青木さんに質問です！
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新開地商店街を

KAVCへと向かいながら、
KAVC×山猫団×
三田村管打団?

「新開地カブキモノ大行列」
を観る

映画制作がデジタル化となり、数え切れない作品群で渾然一体
となったインディーズ映画のなかでも、不思議なことに大阪芸
大タッチといった作風は明確に存在する。「脱力系」というの
だろうか、独特の間とニュアンス。青木伸和の映画は、まさに
この大阪芸大風の正統な後継。まだの方は一度ご覧あれ、「脱
力系」を体感してください。

あおき・のぶかず

愛知県出身。大阪芸術大学卒業。卒
業制作『お歳暮のハムのひも』にて、
沖縄国際映画祭U-25準グランプリを
受賞後、助成金にて『背広をぬいで
みる』を製作。

早い時間からお客さんで賑わう、赤暖簾
が目印の居酒屋。壁面に所狭しと貼られ
た短冊には、だし巻きからあなごの天ぷ
ら、小芋煮や各種刺身まで、幅広いメ
ニューが（どれもお手頃価格！）。頼み過ぎ
に注意して、ほろ酔い気分でいざ大行列へ。

JR神戸駅から徒歩 10分、新開地商店街
からも近く、地元の人も利用する昔なが
らの銭湯。広々とした浴室には大きな湯
船が 1艘と、全面に味わいあるタイル柄
が。ゆったりとお湯に浸かって、その日
の余韻にひたるのも良いかもしれません。

山内庸資さん
（イラストレーター）

text: 編集部 / photo: 衣笠名津美

近藤聡さん
（デザイナー）

對中剛大さん
（ピクニックコーディネーター／ランドスケープデザイナー）

人情溢れる新開地の魅力を発信し、まちの

方々と一緒に音楽やダンスを楽しみたい！と

いうKAVCの想いからはじまった企画。長

井江里奈率いるダンス・カンパニー「山猫団」、

地元・神戸の音楽集団「三田村管打団？」の

協力のもと、市民座員を広く募集。アーティ

ストとともにパフォーマンスをしながら新開

地本通商店街を練り歩きます。今回は、大行

列に参加する前の下準備と、その後の余韻を

噛みしめるためのスポットを紹介！

日時：11月25日（日）　会場：新開地本通商店街、KAVCホールなど　出演：山猫団、三田村管打団？、一般参加座員

今
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と と

8日（土）̶  21日（金）　会場：KAVCシアター

『つかのまの愛人』（2017年 / フランス / 76分 / 配給 コピアポア・フィルム）

監督：フィリップ・ガレル

8日（土）̶  16日（日）　会場：KAVCギャラリー

NEW OPEN AREA 2018 ※詳細は内面「BACK STORY」参照

15日（土）　会場：スタジオ1

ミュージアムエデュケーション研究会2018 みんなの学美場

「日本画をモノマネする」
講師：山下和也（日本画家・東洋絵画修理技術者）

『夜明け前　呉秀三と無名の精神障害者の100年』
（2018年 / 日本 / 66分 / 配給 イメージ・サテライト）
監督：今井友樹

『恐怖の報酬（オリジナル完全版）』
（1977年 / アメリカ / 121分 / 配給 コピアポア・フィルム）
監督：ウィリアム・フリードキン

『ペギー・グッゲンハイム　アートに恋した大富豪』
（2015年 / アメリカ / 96分 / 配給 SDP）
監督：リサ・インモルディーノ・ヴリーランド

ナショナル・シアター・ライブ

N
O

V
EM

B
ER

25日（日）　会場：新開地商店街、KAVCホール

KAVC×山猫団×三田村管打団?「新開地カブキモノ大行列」
出演：山猫団、三田村管打団?、一般参加座員

18日（日）̶  25日（日）　会場：KAVCギャラリー

###（メッシュ）vol.04「カタチプリント」発売記念！ 
ワークショップ&展覧会　※ 18日はワークショップのみ開催

30日（金）̶  12月2日（日）　会場：KAVCホール

劇団SE･TSU･NA 第40回公演〔side A〕

「SANTA×CROSS」

10日（土）̶  23日（金・祝）　会場：KAVCシアター

『あまねき旋律（しらべ）』（2017年 / インド / 83分 / 配給 ノンデライコ）

監督：アヌシュカ・ミーナークシ、イーシュワル・シュリクマール

11日（日） 　会場：KAVCギャラリー

KAVC演劇人Play & Session vol.2
ゲスト：いいむろなおき、ほか

『ヴァンサンへの手紙』（2015年 / フランス / 112分 / 配給 アップリンク）

監督：レティシア・カートン　※関連イベントあり

『暗殺のオペラ』（1970年 / イタリア / 99分 / 配給 コピアポア・フィルム）

監督：ベルナルド・ベルトルッチ

『ベルイマン生誕100年映画祭』（配給 マジックアワー）

監督：イングマール・ベルイマン
上映作品：『夏の遊び』『夏の夜は三たび微笑む』『第七の封印』『野いちご』『処女の泉』
『冬の光』

6日（土）̶  19日（金）　会場：KAVCシアター

『バンクシーを盗んだ男』（2017年 / イギリス・イタリア / 93分 / 配給 シンカ）

監督：マルコ・プロゼルピオ

12日（金）̶ 14日（日）　会場：KAVCホール

大川興業第42回本公演　暗闇演劇『イヤホン』

20日（土） 　会場：KAVCギャラリー

KAVC MUSIC Line STATION vol.5「大友良英と音遊びの会」関連トークイベント

「社会と音楽」
出演：大友良英（音楽家）、雨森信（Breaker Project）、飯山ゆい（音遊びの会）

6日（土）̶8日（月・祝）　会場：リハーサル室2

市田京美 コンテンポラリーダンスワークショップ 

〜ピナを巡って2018〜

講師：市田京美

27日（土） 　会場：KAVCギャラリー、1room

演出家・森田雄三解体シンポpart 2 〜秋の身体文学まつり〜

28日（日） 　会場：KAVCギャラリー

はじまりのみかた vol.1

「鉛筆を削ることからはじめよう〜濃淡で描く〜」
講師：安冨洋貴（画家）

21日（日） 　会場：KAVCホール

KAVC MUSIC Line STATION vol.5「大友良英と音遊びの会」
出演：大友良英、音遊びの会

『若い女』（2017年 / フランス / 97分 / 配給 サンリス）監督：レオノール・セライユ

『人間機械』
（2016年 / インド・ドイツ・フィンランド / 71分 / 配給 アイ・ヴィー・シー）
監督：ラーフル・ジャイン　※関連イベントあり

ナショナル・シアター・ライブ『アマデウス』
『オーディエンス』
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神戸アートビレッジセンターで日々開催される、さまざまな催しごと。
合わせて「せっかくならここも行っとき〜！」と背中を押したい、

魅力的な道草スポットをご紹介。

湊湯で、
ひとっ風呂浴びる！

映画監督で生きていくのがとても困難

な時代になりましたが、これからも、

映画監督としてやっていきますか？
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答え：

さまざまな映画監督と関わってき

たなかで、寛容な人が多いなと感じて

います。映画を通してそんな人たちが増え、

生きやすい世の中になるためにも、

僕は映画を撮り続けたい。そうしたら人

を幸せにできて、自身も幸せになれるのではな

いだろうかと思っています。

大森さん

から見た

青木さん

『お歳暮のハムのひも』（2015）

青木さんが監督・脚本を手がけるコメディ映
画。主人公・山口光弘を取り巻く個性豊かな
家族の、3日間のドタバタを描いた群像劇。

座席数（1、2F）　212席

上方落語が毎日昼夜2回公演

居酒屋 赤ひげで、
サクッと一杯ひっかける！

一
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三田村管打団?

山猫団
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KAVC保安のおっちゃん今昔物語とは……
本館の隠れた主役、保安のおっちゃん3人衆が、ふとした瞬

間過去にタイムスリップ？！　KAVCのいまと古き良き新開

地をちょっとだけ味わう、ドタバタ今昔コメディです。

作・画　鈴
すず

木
き

裕
ひろ

之
ゆき

さん

本誌を機会に新開地デビューを果たした大阪出身・在住のイ

ラストレーター。女性ファッション誌『SPUR』にて4コマ漫

画「森のおしゃれっ子動物」を月イチ連載中！

STAFF’s VOICE →詳細はWebにて！

ART VILLAGE VOICE vol.86　発行日：2018年9月30日　発行元：神戸アートビレッジセンター （指定管理者：公益財団法人 神戸市民文化振興財団） 

編集ディレクション&編集：多田智美・永江大（MUESUM）編集アシスタント：妹尾実津季（MUESUM）アートディレクション&デザイン：仲村健太郎　撮影：衣笠名津美（新開地探訪）　イラスト（内面）：てんしんくん、黒木雅巳　題字（内面）：廣田碧（看太郎）、三重野龍　漫画：鈴木裕之

www.kavc.or.jp
指定管理者：公益財団法人 神戸市民文化振興財団

〒652–0811 神戸市兵庫区新開地5–3–14

TEL＝078–512–5500　FAX＝078–512–5356

開館時間＝ 10:00–22:00 　休館日＝毎週火曜日

（火曜が祝日の場合は翌日）・年末年始

事業アシスタント・前田のオススメは、「新
開地カブキモノ大行列」！　商店街を

練り歩き、輝くステージであの日の夢を叶えたい！　

そんな願望をまとめて叶えちゃう企画です。ダンサー

の長井江里奈さんは、まちをまるごと愛してく

れる人。彼女が新開地を盛り上げるべく

舞い踊り、三田村管打団？のパワフルな生

演奏が彩りを加えます。新開地のまちとと

もに踊る “カブキモノ ”をとくとご覧あれ！

事業アシスタント・明田のオススメは、「鉛筆
を削ることからはじめよう〜濃淡

で描く〜」！　文化の入口に着目したワークショッ
プシリーズ「はじまりのみかた」がスタートします。

鉛筆で写実絵画を制作されている安冨洋貴さんを講

師に、描くための鉛筆削りを学びます。削り方に

よって線の強弱や色の濃淡を変えることができ、

描く前の精神統一にもつながる大切な作業。ぜ

ひ、その奥深さに触れてみてください。

映画担当・岡本のオススメは、「ヴァンサン
への手紙」！　10月〜12月のKAVCシネ

マは、ドキュメンタリー映画をたっぷり上映。どの作

品もさまざまな問題を提起していますが、なかでも当

作品は手話がテーマ。こんな問題があるのかと気づ

かされ、とても考えさせられる一作

です。関連企画イベントとして

ワークショップも開催。ぜひ両方

参加しにいらしてください！

運営担当・松宮のオススメは、KAVC1F
にあるギャラリースペース！　絵画は

もちろん、写真、工芸、立体作品など多様な作品発表

の場として、個展からグループ展まで幅広くご利用い

ただいています。毎年開催される自主事業の展覧会で

は、ギャラリーを中心にフロア全体

を活かした展示も。12月にはKAVC

×兵庫大開小学校×アーティストに

よる展示＆ワークショップを開催！

神戸に点在する個性豊かな4つの映画館がタッグ

を組んで開催した合同映画祭。期間限定の共通チ

ケットを使用して、映画鑑賞や参加店舗での飲食

などが可能。KAVCでは「淀川長治が愛した映画」

特集、子ども向け特集の上映を企画。

今号のネタ

1905年に旧湊川の埋め立てが完了し、新開地が誕

生して間もなく、本通り沿いに建設された施設。

1906年には、1階に電気館と日本館と呼ばれる映画

館が開館した。ここで映画評論家・淀川長治氏の

母親が映画鑑賞中に産気づいたと言われています。
参考文献：『湊川新開地ガイドブック』（新開地アートストリー

ト実行委員会／2003）

写真提供：神戸市文書館

・ 神戸高速「新開地駅」8番出口より徒歩約5分

・ JR「神戸駅」ビエラ神戸口より徒歩約 10分

・ 神戸市営地下鉄「湊川公園駅」東改札口より徒歩約 15分
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